ターボ形ポンプの取り扱い－一般事項
１．過負荷運転禁止
①ターボ形ポンプの流量は、急激に吐出弁を開けると過大流量が流れるので、電流値を確認しながら操作する。
②粘度、密度の増加は過負荷運転になる。
２．起動・停止
起動、停止時に、吐出弁は閉止の状態とする。以下に、その理由を述べる。
①締切りで起動することにより、電動機の起動動力を最小とする。
②開放のまま駆動機を停止すると、大きなウォーターハンマーが起こり機器損傷の恐れがある。
③開放のまま起動すると、プロセス変動が大きすぎるため徐々に開放する。ただし、自動起動ポンプは開放として、緊急時に備える。
ミニフローラインを有するポンプについては、起動、停止、切替え時でも最小流量（設計値の20%程度）を確保する。
３．キャビテーション防止
キャビテーション防止のため、運転中は特に以下の事項を管理する。
①上流側の液面
②上流側の圧力
③ポンプストレーナーの詰まり
④内部流体の温度上昇
⑤過大流量での吸入圧力低下
４．空引き運転防止
空引きを防止するため、起動前に吸入、吐出ベント弁よりガスを十分に排除する。
多段ポンプ等ガスが抜けにくい構造の場合、ポンプ液張り時にターニングを実施する。
運転中は吸込み圧力の異常低下（ストレーナーの詰まり等）、サクションドラム等の液面の異常低下、およびサクション系に異常に軽質（低沸点）の物質の混入等に注意する。
５．熱油ポンプの暖機要領
熱油ポンプを暖機する場合は、吸入弁を全開にして吐出側より徐々に熱油を導入して急激な温度変化をさせない操作が必要である。
過去のトラブル事例
①ポンプ暖機ラインが吐出弁下流から逆止弁上流に接続されていたため、逆止弁と吐出弁間が締切りとなり液膨張による圧力上昇でパッキン漏れを起した。
②重質油ポンプで、補修完了後、LGO等で液張り、暖機のため吸入弁、吐出弁、ホットバイパス弁を開けていく途中、運転中のポンプ側にLGOが流れてベーパーロックで空引きを起した。
LGOが運転中のポンプ側に流れないようにLGOを完全に排除してから暖機する。



























